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４ 特定課題 

統一コンセプトの認知度 

問 29 統一コンセプトの認知度 

愛媛県では、県民性である「まじめ」を活用した戦略的な情報発信を通じて、全国にお

ける認知度向上及び、移住、観光、物産等、あらゆる施策における情報の訴求力を高める

ため「まじめえひめ」プロジェクトを実施しています。次の中であなたが知っているも

のを、いくつでも選んで番号を○で囲んでください。 

（複数回答）     （％）    

１ まじめみきゃん/まじめ課長 ３５.６ 

２ まじめえひめスタンプロゴマーク ８.９ 

３ まじめ課 １０.７ 

４ この中で知っているものはない ５８.２ 
 

 

「まじめえひめ」プロジェクトの実施事業を知っているか聞いたところ、全体の 58.2％が「この中で
知っているものはない」と答え、「まじめみきゃん/まじめ課長」（35.6%）、「まじめ課」（10.7%）、「まじめ
えひめスタンプロゴマーク」（8.9%）の順となっている。 

 

 
 

【年齢別】 

年齢別にみると、全ての年齢層で 5 割を超えて「この中で知っているものはない」と答えている。知っ

ているプロジェクトでは、全ての年齢層で「まじめみきゃん/まじめ課長」が最も多く答えている。 

また 50 歳代では「まじめ課」は 5.9 ポイントと他の年齢層に比べて低いものの、「まじめえひめスタン

プロゴマーク」は 16.5 ポイントと、他の年齢層に比べて多くなっている。 

 

  

35.6 

10.7 

8.9 

58.2 

0% 20% 40% 60% 80%

まじめみきゃん/まじめ課長

まじめ課

まじめえひめスタンプロゴマーク

この中で知っているものはない

31.5 

11.2 

10.1 

60.7 

38.5 

12.8 

9.2 

57.8 

31.1 

11.0 

7.9 

62.8 

38.8 

5.9 

16.5 

54.1 

33.8 

9.9 

10.8 

59.2 

38.1 

6.2 

8.8 

56.5 

0% 20% 40% 60% 80%

まじめみきゃん/まじめ課長

まじめ課

まじめえひめスタンプロゴマーク

この中で知っているものはない

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上
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【生活圏域別】 

生活圏域別にみると、宇摩圏域と宇和島圏域で「この中で知っているものはない」が7割を超えている。

知っているものは、全ての圏域で「まじめみきゃん/まじめ課長」が最も多くなっている。 

また、圏域別認知度の違いは、「まじめみきゃん/まじめ課長」で八幡浜・大洲圏域（41.0％）と宇摩圏

域（18.6％）の差が22.4ポイント、「まじめ課」で宇和島圏域（11.8％）、宇摩圏域（6.8％）で差が5.0ポ

イント、「まじめえひめスタンプロゴマークで松山圏域（10.9％）、今治圏域（5.0％）で差が 5.9 ポイント

となっている。 

 

 
 

  

18.6 

6.8 

10.2 

72.9 

37.8 

9.8 

6.1 

57.3 

25.6 

9.9 

5.0 

66.1 

40.9 

11.3 

10.9 

52.7 

41.0 

11.4 

9.5 

55.2 

22.4 

11.8 

7.1 

71.8 

0% 20% 40% 60% 80%

まじめみきゃん/まじめ課長

まじめ課

まじめえひめスタンプロゴマーク

この中で知っているものはない

宇摩

新居浜・西条

今治

松山

八幡浜・大洲

宇和島
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問 29-1 統一コンセプトの情報入手の方法 

（問29の一つでも知っていると答えた方に） 

あなたは、問29で選択したもののことを何で知りましたか。次の中からいくつでも選

んで番号を○で囲んでください 
（回答者＝４１７人） （％）    

（複数回答）            

１ 県の広報紙・広報番組・ラジオなど ５５.９ 

２ 
統一コンセプトの公式ＳＮＳ 

（Facebook、Twitter、Instagram） 
１.９ 

３ まじめ愛媛公式ホームページ ０.７ 

４ 愛媛県公式ホームページ ３.６ 

５ YouTube などの動画（愛媛県まじめ会議等） ３.１ 

６ 県庁建物の看板、県庁前の電光掲示板 ７.０ 

７ ニュース番組や新聞記事、ラジオ ５２.０ 

８ ポスターやチラシ ２９.５ 

９ 主要交通拠点（駅・空港・港等）の電光掲示板 ８.４ 

１０ お友達や知り合いなどから（口コミ） ３.６ 

１１ その他 ３.８ 
 

 

統一コンセプトの情報入手の方法について聞いたところ、「県の広報紙・広報番組・ラジオなど」
（55.9％）と答えた人の割合が最も多く、以下「ニュース番組や新聞記事、ラジオ」（52.0%）、「ポスター
やチラシ」（29.5%）などの順となっている。 

また、「愛媛県公式ホームページ」（3.6％）、「YouTube などの動画（愛媛県まじめ会議等）」（3.1％）、「統
一コンセプトの公式ＳＮＳ（Facebook、Twitter、Instagram）」（1.9％）、「まじめ愛媛公式ホームページ」
（0.7％）とインターネット上の情報入手は、3.6％以下となっている。 

 

 
  

55.9 

52.0 

29.5 

8.4 

7.0 

3.6 

3.6 

3.1 

1.9 

0.7 

3.8 

0% 20% 40% 60%

県の広報紙・広報番組・ラジオなど

ニュース番組や新聞記事、ラジオ

ポスターやチラシ

主要交通拠点の電光掲示板

県庁建物の看板、県庁前の電光掲示板

愛媛県公式ホームページ

お友達や知り合いなどから

YouTubeなどの動画

統一コンセプトの公式ＳＮＳ

まじめ愛媛公式ホームページ

その他
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【年齢別】 

年齢別にみると、全ての世代で「県の広報紙・広報番組・ラジオなど」と答えた人の割合が最も多く、

次いで「ニュース番組や新聞記事、ラジオ」となっている。 

また、年齢層での違いは、「県の広報紙・広報番組・ラジオなど」で 70歳代以上（62.7％）、20歳代以下

（42.9％）で差が 19.8 ポイント、「ニュース番組や新聞記事、ラジオ」で 70 歳代以上（61.8％）、30 歳代

（34.8％）で差が 27.0 ポイントとなっている。 

 

  

42.9 

37.1 

31.4 

11.4 

8.6 

2.9 

2.9 

5.7 

2.9 

2.9 

5.7 

50.0 

34.8 

34.8 

8.7 

2.2 

6.5 

0.0 

2.2 

6.5 

0.0 

8.7 

45.9 

45.9 

23.0 

3.3 

6.6 

1.6 

4.9 

4.9 

3.3 

0.0 

4.9 

60.0 

57.3 

29.3 

8.0 

2.7 

4.0 

1.3 

4.0 

2.7 

1.3 

4.0 

58.1 

55.8 

25.6 

5.8 

4.7 

4.7 

1.2 

3.5 

0.0 

1.2 

3.5 

62.7 

61.8 

33.6 

12.7 

12.7 

2.7 

8.2 

0.9 

0.0 

0.0 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80%

県の広報紙・広報番組・ラジオなど

ニュース番組や新聞記事、ラジオ

ポスターやチラシ

主要交通拠点の電光掲示板

県庁建物の看板、県庁前の電光掲示板

愛媛県公式ホームページ

お友達や知り合いなどから

YouTubeなどの動画

統一コンセプトの公式ＳＮＳ

まじめ愛媛公式ホームページ

その他

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上
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【生活圏域別】 

生活圏域別にみると、「県の広報紙・広報番組・ラジオなど」は松山圏域（58.8％）、新居浜・西条圏域

（52.9％）、今治圏域（50.0％）で最も多くなっている。「ニュース番組や新聞記事、ラジオ」は宇摩圏域

（80.0％）、八幡浜・大洲圏域（71.1％）、宇和島圏域（70.8％）で最も多くなっている。 

 

  

46.7 

80.0 

13.3 

13.3 

0.0 

0.0 

13.3 

6.7 

0.0 

0.0 

6.7 

52.9 

50.0 

33.8 

5.9 

4.4 

1.5 

1.5 

2.9 

2.9 

2.9 

2.9 

50.0 

45.0 

22.5 

2.5 

2.5 

7.5 

10.0 

2.5 

0.0 

0.0 

2.5 

58.8 

46.6 

31.2 

10.0 

9.5 

4.5 

3.2 

2.7 

2.3 

0.0 

5.0 

51.1 

71.1 

35.6 

11.1 

2.2 

2.2 

0.0 

2.2 

2.2 

2.2 

2.2 

58.3 

70.8 

8.3 

4.2 

4.2 

0.0 

4.2 

8.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

県の広報紙・広報番組・ラジオなど

ニュース番組や新聞記事、ラジオ

ポスターやチラシ

主要交通拠点の電光掲示板

県庁建物の看板、県庁前の電光掲示板

愛媛県公式ホームページ

お友達や知り合いなどから

YouTubeなどの動画

統一コンセプトの公式ＳＮＳ

まじめ愛媛公式ホームページ

その他

宇摩

新居浜・西条

今治

松山

八幡浜・大洲

宇和島
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自転車新文化の推進 

問 30 自転車新文化の認知度 

県では、平成 23年度から「自転車新文化の推進」に取り組んでいますが、あなたは、

「自転車新文化」をご存知ですか。次の中から一つ選んで番号を○で囲んでください。 

 

≪「自転車新文化」とは≫ 

サイクリングを核にして交流人口を拡大することにより、地域の活性化に繋げるとと

もに、県民に自転車を活用したライフスタイルを提案し、「健康」、「生きがい」、

「友情」を育み、生活の向上を図ろうとする取組み。 

（％）    

１ 知っている １７.７ 

２ 内容は知らないが、聞いたことがある ３４.６ 

３ 知らない ４７.６ 
 

 

自転車新文化について聞いたところ、「知っている」と答えた

人の割合が 17.7%、「内容は知らないが、聞いたことがあ
る」（34.6%）、「知らない」（47.6%）となっている。 

 

 

 
 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、全ての年齢層で「知らない」と答えた人の割合が多く、40 歳代以下で「知らない」と

答えた人の割合が 5割を超えている。「知っている」と答えた人の割合は 50 歳代で最も多くなっている。 

 

  

15.7 

11.8 

15.6 

21.6 

15.5 

19.7 

28.1 

30.0 

31.1 

36.3 

36.5 

39.1 

56.2 

58.2 

53.3 

42.1 

47.9 

41.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

知っている 内容は知らないが、聞いたことがある 知らない

知っている

17.7%

内容は知らないが、

聞いたことがある

34.6%

知らない

47.6%
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【生活圏域別】 

生活圏域別にみると、全ての圏域で「知らない」と答えた人の割合が多く、宇摩圏域で「知らない」と

答えた人の割合が他の圏域に比べて多くなっている。宇和島圏域で「知っている」と答えた人の割合が最

も多くなっている。 

 

 
 

 

  

14.3 

16.5 

15.7 

17.8 

17.9 

19.6 

27.0 

40.0 

34.6 

33.7 

36.6 

37.0 

58.7 

43.5 

49.6 

48.6 

45.5 

43.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

宇摩

新居浜・西条

今治

松山

八幡浜・大洲

宇和島

知っている 内容は知らないが、聞いたことがある 知らない
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問 30-1 自転車新文化の普及・拡大に向けた県の取組み 

 「自転車新文化」の更なる普及・拡大のため、今後、県はどのようなことに力を入れ

ていくべきだと思いますか。次の中から三つまで選んで番号を○で囲んでください。 

（複数回答）     （％）    

１ 
女性、高齢者、子ども、障がい者などの幅広い層への自転車利用の普

及・拡大 
３３.３ 

２ 
自転車通学・通勤の促進による二酸化炭素排出削減等の環境問題への

対応 
２４.４ 

３ 国内外へのプロモーション活動等による交流人口の拡大 １２.０ 

４ サイクリストの受入環境・おもてなし態勢の整備 ２７.５ 

５ 自転車利用者が安全・快適に通行できる自転車通行空間の整備 ７３.２ 

６ 交通ルールの遵守やマナー向上による自転車の安全利用の普及・啓発 ６４.６ 

７ 自転車競技の振興や全国規模の各種大会等の誘致 ８.２ 

８ その他 ４.１ 
 

 

自転車新文化の普及・拡大のため力を入れる取組について聞いたところ、「自転車利用者が安全・快適に
通行できる自転車通行空間の整備」と答えた人の割合が 73.2%で最も多く、以下「交通ルールの遵守やマ
ナー向上による自転車の安全利用の普及・啓発」（64.6%）、「女性、高齢者、子ども、障がい者などの幅広
い層への自転車利用の普及・拡大」（33.3%）、「サイクリストの受入環境・おもてなし態勢の整備」（27.5%）、
「自転車通学・通勤の促進による二酸化炭素排出削減等の環境問題への対応」（24.4％）などの順となって
いる。 

 

 
 

73.2 

64.6 

33.3 

27.5 

24.4 

12.0 

8.2 

4.1 

0% 20% 40% 60% 80%

自転車利用者が安全・快適に通行できる自転車通行空間の整備

交通ルールの遵守やマナー向上による自転車の安全利用の普及・

啓発

女性、高齢者、子ども、障がい者などの幅広い層への自転車利用の

普及・拡大

サイクリストの受入環境・おもてなし態勢の整備

自転車通学・通勤の促進による二酸化炭素排出削減等の環境問題

への対応

国内外へのプロモーション活動等による交流人口の拡大

自転車競技の振興や全国規模の各種大会等の誘致

その他
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【年齢別】 

年齢別にみると、全ての年齢層で「自転車利用者が安全・快適に通行できる自転車通行空間の整備」と

答えた人の割合が最も多く 6 割を超えている。次いで、「交通ルールの遵守やマナー向上による自転車の安

全利用の普及・啓発」と答えた人の割合が多く、全ての年齢層で 5割を超えている。 

 

 

  

67.4 

57.3 

24.7 

33.7 

20.2 

19.1 

14.6 

2.2 

70.4 

65.7 

26.9 

29.6 

22.2 

16.7 

12.0 

4.6 

75.9 

66.3 

28.3 

28.9 

22.9 

12.7 

7.8 

4.8 

70.2 

60.8 

24.6 

22.8 

24.6 

12.3 

12.3 

7.0 

78.9 

63.4 

34.3 

32.9 

20.7 

11.7 

5.2 

3.3 

72.8 

68.8 

46.7 

22.8 

30.5 

7.0 

4.8 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自転車利用者が安全・快適に通行できる自転車通行空間の整備

交通ルールの遵守やマナー向上による自転車の安全利用の普及・

啓発

女性、高齢者、子ども、障がい者などの幅広い層への自転車利用の

普及・拡大

サイクリストの受入環境・おもてなし態勢の整備

自転車通学・通勤の促進による二酸化炭素排出削減等の環境問題

への対応

国内外へのプロモーション活動等による交流人口の拡大

自転車競技の振興や全国規模の各種大会等の誘致

その他

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上
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【生活圏域別】 

生活圏域別にみると、全ての圏域で「自転車利用者が安全・快適に通行できる自転車通行空間の整備」

と答えた人の割合が最も多く 7 割を超えている。次いで、「交通ルールの遵守やマナー向上による自転車の

安全利用の普及・啓発」と答えた人の割合が全ての圏域で 5割を超えている。 

また、今治圏域で「サイクリストの受入環境・おもてなし態勢の整備」が他の圏域と比較して、特に多

くなっている。 

 

  

70.0 

66.7 

31.7 

25.0 

28.3 

15.0 

8.3 

5.0 

73.5 

68.1 

37.3 

28.9 

21.1 

12.0 

7.8 

1.8 

73.4 

67.7 

29.8 

35.5 

23.4 

15.3 

10.5 

2.4 

74.7 

63.5 

31.6 

25.3 

23.8 

12.0 

8.9 

4.9 

72.1 

57.7 

33.7 

28.8 

29.8 

10.6 

4.8 

4.8 

70.8 

67.4 

39.3 

24.7 

27.0 

5.6 

5.6 

4.5 

0% 20% 40% 60% 80%

自転車利用者が安全・快適に通行できる自転車通行空間の整備

交通ルールの遵守やマナー向上による自転車の安全利用の普及・

啓発

女性、高齢者、子ども、障がい者などの幅広い層への自転車利用の

普及・拡大

サイクリストの受入環境・おもてなし態勢の整備

自転車通学・通勤の促進による二酸化炭素排出削減等の環境問題

への対応

国内外へのプロモーション活動等による交流人口の拡大

自転車競技の振興や全国規模の各種大会等の誘致

その他

宇摩

新居浜・西条

今治

松山

八幡浜・大洲

宇和島
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再犯防止推進に向けた県の取り組み 

問 31 再犯防止に関する広報・啓発活動の認知度 

県民の犯罪による被害を防ぎ安全で安心して暮らせる社会づくりに向けては、罪を犯し

た人が孤立することなく、円滑な社会復帰を支援することにより、再び罪を繰り返すこと

を防ぐ再犯防止の取組が重要となっています。 

あなたは、再犯防止に関する広報・啓発活動の取組である「社会を明るくする運動」

又は「再犯防止啓発月間」を聞いたことがありますか。この中から一つ選んで番号を○

で囲んでください。 

（％）    

１ 両方とも聞いたことがある １５.６ 

２ 「社会を明るくする運動」のみ聞いたことがある １１.１ 

３ 「再犯防止啓発月間」のみ聞いたことがある １１.０ 

４ 両方とも聞いたことがない ４７.９ 

５ わからない １４.４ 
 

 

再犯防止に関する広報・啓発活動の取組である
「社会を明るくする運動」又は「再犯防止啓発月
間」について聞いたところ、「両方とも聞いたことがあ

る」（15.6％）、「「社会を明るくする運動」のみ聞いたこ
とがある」（11.1%）、「「再犯防止啓発月間」のみ聞いたこ
とがある」（11.0%）、「両方とも聞いたことがない」
（47.9%）、「わからない」（14.4％）となっている。 

 
 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別にみると、「両方とも聞いたことがある」について答えた人の割合が最も多いのが 70 歳代以上

（22.1％）となっている。「両方とも聞いたことがない」は、50 歳代以下で 5割を超えている。 

 

  

5.6 

13.0 

11.6 

15.6 

15.7 

22.1 

11.1 

9.3 

10.4 

12.1 

7.4 

14.5 

11.1 

15.7 

8.5 

9.2 

10.6 

11.7 

56.7 

50.0 

57.3 

53.8 

49.8 

34.8 

15.6 

12.0 

12.2 

9.2 

16.6 

16.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

両方とも聞いたことがある 「社会を明るくする運動」のみ聞いたことがある
「再犯防止啓発月間」のみ聞いたことがある 両方とも聞いたことがない
わからない

両方とも聞いたことがある

15.6%

「社会を明るくする運動」

のみ聞いたことがある

11.1%

「再犯防止啓発月間」

のみ聞いたことがある

11.0%

両方とも聞いた

ことがない

47.9%

わからない

14.4%
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【生活圏域別】 

生活圏域別にみると、宇和島圏域で「両方とも聞いたことがある」について答えた人の割合が他の圏域

に比べて多くなっている。 

一方、松山圏域で「両方とも聞いたことがない」と答えた人の割合が最も多い。 

また、「両方とも聞いたことがある」、「『社会を明るくする運動』のみ聞いたことがある」、「『再犯防止啓

発月間』のみ聞いたことがある」を合わせると、宇摩圏域が 50％と多くなっている。 

 

 
 

  

14.5 

17.2 

14.2 

13.7 

15.7 

25.3 

22.6 

14.8 

12.6 

7.0 

13.9 

14.3 

12.9 

8.3 

11.8 

12.4 

9.3 

7.7 

35.5 

43.8 

45.7 

54.2 

45.4 

37.4 

14.5 

16.0 

15.7 

12.6 

15.7 

15.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

宇摩

新居浜・西条

今治

松山

八幡浜・大洲

宇和島

両方とも聞いたことがある 「社会を明るくする運動」のみ聞いたことがある
「再犯防止啓発月間」のみ聞いたことがある 両方とも聞いたことがない
わからない
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問 31-1 更生保護に携わる団体の認知度 

あなたは、次の更生保護に携わるボランティア団体などのうちで、聞いたことのあるも

のがありますか。この中からいくつでも選んで番号を○で囲んでください。 

（複数回答）    （％）    

１ 更生保護施設 ４３.１ 

２ 協力雇用主 １０.８ 

３ 更生保護協会 １１.８ 

４ 更生保護女性会 ５.８ 

５ ＢＢＳ会 １.１ 

６ 聞いたことのあるものはない ３３.８ 

７ わからない １８.６ 
 

 

更生保護に携わるボランティア団体について聞いたところ、「更生保護施設」と答えた人の割合が 43.1%
で最も多く、以下「更生保護協会」（11.8%）、「協力雇用主」（10.8％）などの順となっている。 
一方、「聞いたことのあるものはない」と答えた人の割合は 33.8％となっている。 

 

 
 

  

43.1 

11.8 

10.8 

5.8 

1.1 

33.8 

18.6 

0% 20% 40% 60%

更生保護施設

更生保護協会

協力雇用主

更生保護女性会

ＢＢＳ会

聞いたことのあるものはない

わからない



108 

【年齢別】 

年齢別にみると、聞いたことのある団体名で「更生保護施設」と答えた人の割合は 60 歳代（50.0％）で

最も多くなっている。最も少ない 20 歳代以下（22.2％）との差は 27.8 ポイントとなっている。「更生保護

協会」と答えた人の割合は 70 歳代以上（21.9％）で最も多くなっており、最も少ない 20 歳代以下（3.3％）

との差は 18.6 ポイントとなっている。 

一方、「聞いたことのあるものはない」は、年齢層が高くなると割合が少なくなっていく傾向にある。最

も回答の割合が多い20歳代以下（55.6％）と最も回答の割合が少ない70歳代以上（22.6％）との差は33.0

ポイントとなっている。 

 

 
  

22.2 

3.3 

3.3 

2.2 
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55.6 

22.2 

36.1 

6.5 

9.3 

6.5 
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47.2 

14.8 

41.7 

6.1 
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39.3 

15.3 
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1.2 

35.8 

14.5 

50.0 

10.3 

13.1 
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0.9 

27.1 

20.6 

47.6 

21.9 

13.7 

9.6 

1.0 

22.6 

21.6 

0% 20% 40% 60%

更生保護施設

更生保護協会

協力雇用主

更生保護女性会

ＢＢＳ会

聞いたことのあるものはない

わからない

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上
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【生活圏域別】 

生活圏域別にみると、「更生保護施設」と答えた人の割合は、八幡浜・大洲圏域（49.1％）で最も多く、

今治圏域（35.1％）で最も少なくなっている。「更生保護協会」は、八幡浜・大洲圏域(19.1％)で多く、新

居浜・西条圏域（7.0％）で最も少なくなっている。「更生保護女性会」では、宇摩圏域と八幡浜・大洲圏

域が 1割を超えているが、それ以外の圏域は 1割以下となっている。 

一方、「聞いたことのあるものはない」に答えた人の割合は今治圏域（37.4％）で最も多く、最も少ない

八幡浜・大洲圏域（28.2％）との差は 9.2 ポイントとなっている。 

 

 

41.7 

13.3 

10.0 

11.7 

0.0 

30.0 

21.7 

42.7 

7.0 

8.2 

4.1 

1.2 

32.7 

20.5 

35.1 

11.5 

11.5 

6.1 

2.3 

37.4 

22.9 

45.1 

11.2 

12.0 

4.6 

1.1 

35.4 

15.6 

49.1 

19.1 

10.0 

12.7 

0.0 

28.2 

15.5 

40.7 

15.4 

9.9 

2.2 

1.1 

31.9 

25.3 

0% 20% 40% 60%

更生保護施設

更生保護協会

協力雇用主

更生保護女性会

ＢＢＳ会

聞いたことのあるものはない

わからない

宇摩

新居浜・西条

今治

松山

八幡浜・大洲

宇和島
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問 31-2 犯罪をした人の立ち直りへの協力 

あなたは、犯罪をした人の立ち直りに協力するとすれば、どのようなことならできると

思いますか。この中からいくつでも選んで番号を○で囲んでください。 

（複数回答）    （％） 

１ 再犯防止に関するボランティア活動に参加する １７.６ 

２ 広報・啓発活動に参加する ９.９ 

３ 更生保護施設（出所後、直ちに自立更生することが困難な人達に対し

て、一定期間、宿泊場所や食事を提供する民間の施設）にお金や品物な

どを寄付する 

１１.１ 

４ 協力雇用主（犯罪前歴を承知の上で雇用に協力する事業主）として、犯

罪をした人を雇用する 
５.６ 

５ インターネットを活用して広報・啓発活動の情報を発信する ４.０ 

６ 犯罪をした人に直接会って継続的に助言や援助をする ３.８ 

７ その他 １.８ 

８ ない １９.４ 

９ わからない ４６.７ 
 

 

犯罪をした人の立ち直りに協力できるものを聞いたところ、「再犯防止に関するボランティア活動に参加
する」と答えた人の割合が17.6%で最も多く、以下「更生保護施設（出所後、直ちに自立更生することが困
難な人達に対して、一定期間、宿泊場所や食事を提供する民間の施設）にお金や品物などを寄付する」
（11.1%）、「広報・啓発活動に参加する」（9.9%）、「協力雇用主（犯罪前歴を承知の上で雇用に協力する事
業主）として、犯罪をした人を雇用する」（5.6%）などの順となっている。 

一方、「わからない」と答えた人の割合は 46.7％となっている。 

 
 

 
  

17.6 

11.1 

9.9 

5.6 

4.0 

3.8 

1.8 

19.4 

46.7 

0% 20% 40% 60%

再犯防止に関するボランティア活動に参加する

更生保護施設にお金や品物などを寄付する

広報・啓発活動に参加する

協力雇用主として、犯罪をした人を雇用する

インターネットを活用して広報・啓発活動の情報を発信する

犯罪をした人に直接会って継続的に助言や援助をする

その他

ない

わからない
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【年齢別】 

年齢別にみると、協力できるものについては全ての年齢層で「再犯防止に関するボランティア活動に参

加する」と答えた人の割合が最も多くなっている。 

また、「協力雇用主（犯罪前歴を承知の上で雇用に協力する事業主）として、犯罪をした人を雇用する」、

「インターネットを活用して広報・啓発活動の情報を発信する」、「犯罪をした人に直接会って継続的に助

言や援助をする」の回答の割合が最も多いのが 20 歳代以下となっている。中でも、「インターネットを活

用して広報・啓発活動の情報を発信する」は年齢層が高いほど割合が少なくなる傾向にある。 

一方、全ての年齢層で、「わからない」と答えた人の割合が最も多くなっている。 

 

  

21.1 

12.2 

8.9 

8.9 

13.3 

7.8 

3.3 

18.9 

37.8 

19.4 

12.0 

9.3 

6.5 

9.3 

4.6 
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26.9 
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20.0 
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7.3 

5.5 

4.8 

4.8 

2.4 

24.2 
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20.2 

13.3 

9.8 

5.2 

3.5 

2.9 

2.9 

21.4 

42.8 

15.6 

9.6 

9.6 

4.1 

1.8 

2.8 

1.8 

19.7 

49.1 

14.8 

9.7 

12.1 

5.9 

0.7 

3.1 

0.7 

12.4 

61.0 

0% 20% 40% 60% 80%

再犯防止に関するボランティア活動に参加する

更生保護施設にお金や品物などを寄付する

広報・啓発活動に参加する

協力雇用主として、犯罪をした人を雇用する

インターネットを活用して広報・啓発活動の情報を発信する

犯罪をした人に直接会って継続的に助言や援助をする

その他

ない

わからない

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上
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【生活圏域別】 

生活圏域別にみると、協力できるものについては全ての圏域で「再犯防止に関するボランティア活動に

参加する」と答えた人の割合が最も多くなっている。 

また、全ての圏域で「協力雇用主（犯罪前歴を承知の上で雇用に協力する事業主）として、犯罪をした

人を雇用する」、「インターネットを活用して広報・啓発活動の情報を発信する」、「犯罪をした人に直接

会って継続的に助言や援助をする」の回答の割合が 1割以下となっている。 

一方、全ての圏域で、「わからない」と答えた人の割合が最も多くなっている。 

 

  

19.7 

11.5 

16.4 

4.9 

1.6 

4.9 

0.0 

19.7 

45.9 

14.7 

11.8 

8.8 

2.9 

4.7 

2.9 
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17.6 

50.6 

20.2 

10.1 

10.9 

6.2 

4.7 

4.7 

1.6 

20.2 

40.3 

18.7 

11.4 

10.0 

6.0 

4.1 

4.6 

2.5 

21.8 

43.4 

14.7 

10.1 

6.4 

7.3 

3.7 

3.7 

0.9 

17.4 

54.1 

15.4 

11.0 

7.7 

5.5 

3.3 

0.0 

1.1 

11.0 

59.3 

0% 20% 40% 60% 80%

再犯防止に関するボランティア活動に参加する

更生保護施設にお金や品物などを寄付する

広報・啓発活動に参加する

協力雇用主として、犯罪をした人を雇用する

インターネットを活用して広報・啓発活動の情報を発信する

犯罪をした人に直接会って継続的に助言や援助をする

その他

ない

わからない

宇摩

新居浜・西条

今治

松山

八幡浜・大洲

宇和島
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問 31-3 再犯防止に必要な県の取組み 

犯罪をした人が犯罪を繰り返さないためには、県において、どのような取組が必要だと

思いますか。次の中からいくつでも選んで番号を○で囲んでください。 

（複数回答）    （％） 

１ 国の刑事司法関係機関（刑務所、少年院、保護観察所等）と連携し

て、一人ひとりの問題性に応じた、きめ細かな支援を行う 
４９.６ 

２ 仕事と住居の確保を支援して生活基盤の安定を促進する ４９.６ 

３ 被害者の置かれた状況や心情を理解してもらうための支援をする ３３.９ 

４ 犯罪を地域の問題として捉え、地域ぐるみで再犯防止に向けた支援

ネットワークを作る 
２０.１ 

５ 県民に対して、再犯防止についての広報・啓発活動をする １５.６ 

６ 犯罪をした高齢者などに対して、福祉制度の利用を促進する ２１.７ 

７ その他 ３.９ 
 

 

犯罪をした人が犯罪を繰り返さないために必要な県の取組を聞いたところ、「国の刑事司法関係機関（刑
務所、少年院、保護観察所等）と連携して、一人ひとりの問題性に応じた、きめ細かな支援を行う」と
「仕事と住居の確保を支援して生活基盤の安定を促進する」答えた人の割合が49.6%で最も多く、以下「被
害者の置かれた状況や心情を理解してもらうための支援をする」（33.9%）、「犯罪をした高齢者などに対し
て、福祉制度の利用を促進する」（21.7%）、「犯罪を地域の問題として捉え、地域ぐるみで再犯防止に向け
た支援ネットワークを作る」（20.1%）などの順となっている。 

 

 
 

 
  

49.6 

49.6 

33.9 

21.7 

20.1 

15.6 

3.9 

0% 20% 40% 60%

国の刑事司法関係機関と連携して、一人ひとりの問題性に応じた、

きめ細かな支援を行う

仕事と住居の確保を支援して生活基盤の安定を促進する

被害者の置かれた状況や心情を理解してもらうための支援をする

犯罪をした高齢者などに対して、福祉制度の利用を促進する

犯罪を地域の問題として捉え、地域ぐるみで再犯防止に向けた支援

ネットワークを作る

県民に対して、再犯防止についての広報・啓発活動をする

その他



114 

【年齢別】 

年齢別にみると、20 歳代以下、40 歳代及び 50 歳代では「国の刑事司法関係機関（刑務所、少年院、保

護観察所等）と連携して、一人ひとりの問題性に応じた、きめ細かな支援を行う」、30 歳代及び 60 歳以上

では「仕事と住居の確保を支援して生活基盤の安定を促進する」と答えた人の割合が最も多くなっている。 

また、「被害者の置かれた状況や心情を理解してもらうための支援をする」と答えた人の割合は 30 歳代

が他の年齢層に比べて特に多い。「犯罪をした高齢者などに対して、福祉制度の利用を促進する」は、年齢

層が高くなるほど割合が多い。 

 
  

49.4 

37.1 

32.6 
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22.5 

14.6 
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43.0 

47.7 
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15.0 

14.0 

16.8 

4.7 

53.4 

45.3 

36.0 
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仕事と住居の確保を支援して生活基盤の安定を促進する

被害者の置かれた状況や心情を理解してもらうための支援をする

犯罪をした高齢者などに対して、福祉制度の利用を促進する

犯罪を地域の問題として捉え、地域ぐるみで再犯防止に向けた支援

ネットワークを作る

県民に対して、再犯防止についての広報・啓発活動をする

その他

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上
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【生活圏域別】 

生活圏域別にみると、宇摩圏域を除く全ての圏域では「国の刑事司法関係機関（刑務所、少年院、保護

観察所等）と連携して、一人ひとりの問題性に応じた、きめ細かな支援を行う」、宇摩圏域では「仕事と住

居の確保を支援して生活基盤の安定を促進する」と答えた人の割合が最も多くなっているが、「県民に対し

て、再犯防止について広報・啓発活動をする」は他の圏域に比べて特に少なくなっている。 
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国の刑事司法関係機関と連携して、一人ひとりの問題性に応じた、

きめ細かな支援を行う

仕事と住居の確保を支援して生活基盤の安定を促進する

被害者の置かれた状況や心情を理解してもらうための支援をする

犯罪をした高齢者などに対して、福祉制度の利用を促進する

犯罪を地域の問題として捉え、地域ぐるみで再犯防止に向けた支援

ネットワークを作る

県民に対して、再犯防止についての広報・啓発活動をする

その他

宇摩

新居浜・西条

今治

松山

八幡浜・大洲

宇和島


